

































































































ことを分析した。第 3 部の第 8章では、最後期の人気作『妻を御して妻を持て（Rule a 







から第 3 章は、歌に伴うコンヴェンションに関わる場面を分析し、第 4章は舞台上の約束
事であるベッド・トリックを扱う場面を分析した。第 2部「異性装とエロティシズム」で















ヴェンションでもやはり 1610 年代後半以降で、まず、1610 年代後半の『狂気の求愛者
(The Mad Lover)』では、歌が主人公メムノンの恋の狂気を癒すかどうかについて観客に










の『その国のならわし（The Custom of the Country）』と 1620 年代の『水車小屋の乙女








であり、1610年代後半の共作『コリントスの女王（The Queen of Corinth）』で、強姦の
被害者が誰かという情報を観客から隠すという操作が行われたことが明らかになった。 


































むエロティシズムの問題の 2 つに焦点を当てて論じている。 
女性の表象は、3、4、8、9章で扱っている。まず、女性の歌のコンヴェンションを論
じた第 3 章とベッド・トリックを論じた第 4 章では、フレッチャーが女性観客を念頭に置
きつつ、女性が歌を歌う行為とみだらさの結びつきやベッド・トリックというディヴァイ
スを利用して、主体的な女性像を提示することが多かったことを明らかにした。 























































けの手法だったのが、1610 年代後半から 1620 年代前半には、単独作を中心に、異性装、
歌やベッド・トリックといった約束事を利用して、情報を隠すと同時にヒントを与えるフ
レッチャーの特徴的な手法に発展し、さまざまな場面で頻繁に使用されるようになった。
また、フレッチャーの女性表象は、女性の歌とみだらさの結びつきやベッド・トリックな
どのコンヴェンションを利用するときにも女性の主体性が強調され、最後期には、みだら
さを特徴とする女性が主人公として活躍するというそれまでにない女性登場人物像が生み
出された。また、ホモエロティシズムや異性装によって表現されるエロティシズムは、特
に初期には喜劇的な提示のされ方をされることが多かったが、1610年代後半の劇『巡
礼』では女装の情報を観客から隠し、重層的なエロティシズムを表現する手法が生み出さ
れた。 
本研究は、観客から重要な情報を隠しながらヒントを与えるジョン・フレッチャー特
有の観客操作と、ホモエロティシズムを含む曖昧なエロティシズムや女性像の提示の仕方
に焦点を当てて、言及されることの少なかったフレッチャーの中期から後期の作品を中心
に分析した。これにより、ジェームズ一世の治世の後期の 10 数年間におけるイギリス演
劇の観客の意識やその変化の一端が明らかになった。 
